
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー「
燃
や
せ
体
脂

肪
★
減
ら
せ
血
中
脂
肪
」

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
気
に

な
っ
て
い
る
人
に
お
す
す
め
の
講
座
で
す
。

脂
肪
燃
焼
に
効
果
的
な
運
動
や
食
生
活
を

見
直
す
ヒ
ン
ト
を
伝
授
し
ま
す
。

日
時　
①
運
動
編　
11
月
28
日
木
午
後
７

時
～
８
時　
②
食
事
編　
12
月
12
日
木

午
後
７
時
～
８
時

場
所　
結
と
ぴ
あ

講
師　

①
運
動
編　

漆
崎
由
美
さ
ん（
健

康
運
動
指
導
士
）　

②
食
事
編　

加
藤

み
え
子
さ
ん（
管
理
栄
養
士
）

対
象　
30
歳
以
上
の
市
民
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

・
健
康
診
断
な
ど
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
の
値
が
高
め
と
言
わ
れ
て
い
る

・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重（
㌔
）÷

身
長（
㍍
）÷
身
長（
㍍
）で
計
算
し
ま
す
）

定
員　
各
回
25
人（
先
着
）

※
両
方
参
加
も
可

参
加
料　
無
料

持
ち
物　
タ
オ
ル
と
飲
み
物

※
運
動
編
に
参
加
す
る
人
の
み

申
込
方
法　
電
話
か

専
用
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
む

申
込
締
切　
11
月
15

日
金

そ
の
他　
お
お
の
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
に
は
50
ポ
イ
ン
ト

進
呈
し
ま
す

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
７
３
３
３
） ▲申し込みは

　こちら

元
気
な
と
き
か
ら「
人
生
会
議
」問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
７
３
３
３
）

　
も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、
自
分
が
望

む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考

え
、
話
し
合
い
、
共
有
す
る
取
り
組
み
を

「
人
生
会
議
」と
呼
び
ま
す
。
周
囲
の
人
た

ち
と
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
や
ケ
ア
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
な
ぜ
人
生
会
議
が
大
切
な
の
？

■
な
ぜ
人
生
会
議
が
大
切
な
の
？  

　
命
の
危
機
が
迫
っ
た
状
況
に
な
る
と
約

７
割
の
人
が
物
事
を
判
断
す
る
力
を
失
う

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
や
障
が
い

な
ど
で
意
思
決
定
能
力
が
低
下
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
備
え
、
ど
の
よ
う
な

医
療
や
介
護
を
受
け
て
最
期
を
迎
え
た
い

か
を
前
も
っ
て
家
族
や
医
療
従
事
者
な
ど

と
話
し
合
い
、
共
有
し
て
お
く
こ
と
で
、

も
し
も
の
と
き
に
あ
な
た
の
意
思
を
反
映

さ
せ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
な
た

の
代
わ
り
に
治
療
方
針
な
ど
を
判
断
す
る

人
の
精
神
的
な
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

人
生
会
議
に
関
す
る
市
民
公
開
講

人
生
会
議
に
関
す
る
市
民
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
し
た

座
を
開
催
し
ま
し
た  

　
「
人
生
会
議
」を
広
め
る
た
め
、

８
月
３
日
に
市
医
師
会
と
協
力
し
、

「
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
に
は
」を
テ
ー
マ
に
市

民
公
開
講
座
を
開
き
ま
し
た
。

　

講
座
の
概
要
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見

て
く
だ
さ
い
。

１
大
切
に
し
た
い
こ
と

大
切
に
し
た
い
こ
と

を
考
え
る

を
考
え
る

２
大
切
な
人
た
ち
と

大
切
な
人
た
ち
と  

話
し
合
う

話
し
合
う

３
話
し
合
っ
た
結
果
を

話
し
合
っ
た
結
果
を

書
き
留
め
て
お
く

書
き
留
め
て
お
く

例
え
ば
・
・
・

・
こ
ん
な
医
療
や
介
護
を
受
け
た
い

・
家
族
に
は
負
担
を
か
け
た
く
な
い

・
仕
事
や
社
会
的
な
役
割
を
続
け
た
い

・
最
期
ま
で
家
で
過
ご
し
た
い　

な
ど

　
あ
な
た
が
信
頼
で
き
る
人（
家
族
や
医

療
従
事
者
な
ど
）と
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
希
望
す
る
医
療
や
ケ
ア
、
生
活

支
援
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う

話
し
合
っ
た
こ
と
は
記
録
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
希
望
や
思
い
は
、
時
間

と
と
も
に
変
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
都
度
、
繰
り
返
し
考
え
、

話
し
合
い
、
記
録
し
ま
し
ょ
う

■
人
生
会
議
の
進
め
方

■
人
生
会
議
の
進
め
方

■
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト「
つ
ぐ
み
」

■
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト「
つ
ぐ
み
」  

で
人
生
会
議
を
始
め
よ
う

で
人
生
会
議
を
始
め
よ
う  

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
は
、
人
生
の
終

末
に
つ
い
て
記
し
た
ノ
ー
ト
で
す
。
家
族

や
友
人
に
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と
や
自
分

の
希
望
な
ど
を
書
き
留
め
て
お
け
ま
す
。

　

福
井
県
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト「
つ

ぐ
み
」は
健
康
長
寿
課（
結
と
ぴ
あ
１
階
②

番
窓
口
）で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。「
つ

ぐ
み
」で
、
あ
な
た
も
人
生
会
議
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

最期まで自分らしく生きるために、今、話し合おう最期まで自分らしく生きるために、今、話し合おう

▲詳しくは
　こちら
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　近年の大規模地震では、電気が原因の火災が多発しています。地震による火災に備え、適切な対策を講じ
ましょう。また、これからの季節は暖房器具の使用機会が増え、火災のリスクが高まります。今一度、身
の回りの防火対策を見直し、火災予防に努めましょう。
問　消防署予防課 （☎64・4899）

・家具などの転倒防止対策（固定）を行う
・地震の大きな揺れで電気を遮断する「感震ブレーカー」を設置する
・地震直後、停電中は電気器具のスイッチを切り、電源プラグをコ

ンセントから抜く。避難するときはブレーカーを落とす

守りたい  未来があるから  火の用心

11月９日～15日は秋季火災予防運動週間

■４つの習慣
・寝たばこは絶対にしない、させない
・ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
・こんろを使うときは火のそばを離れない
・コンセントはほこりを掃除し、不要なプラグは抜く

住宅火災
命を守る10のポイント

大
野
市
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
発
表

　
市
消
防
本
部
で
は
、
市
民
の
防
火
意
識
向
上
の
た
め「
守
り
た

い 

未
来
が
あ
る
か
ら 

火
の
用
心
」を
テ
ー
マ
に
市
内
の
小
中
学

生
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
４
８
０
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
７
点
、
優
秀
賞
14
点
、
秀
作
50
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す（
敬
称
略
）。

最
優
秀
賞

高
宮
叶か

ん
な凪（

有
終
西
小
１
年
）

村
中
美
乃
里（
上
庄
小
２
年
）

松
田
耀よ
う
へ
い平（

富
田
小
３
年
）

酒
井
稜
平（
有
終
東
小
４
年
）

村
中
真
智
乃（
上
庄
小
５
年
）

谷
脇
功こ
う
が峨（

有
終
南
小
６
年
）

齊
藤
楓ふ
う
わ羽（

陽
明
中
１
年
）

優
秀
賞

安
川
晴
捺（
有
終
西
小
１
年
）

小
林
佳
悟（
上
庄
小
１
年
）

大
谷
季
久
乃（
有
終
西
小
２
年
）

前
田
楓さ
つ
き生（
有
終
東
小
２
年
）

前
田
夏か

ほ歩（
有
終
東
小
３
年
）

三
嶋
ひ
な（
下
庄
小
３
年
）

村
上
絢
子（
有
終
東
小
４
年
）

川
島
寛か
ん
た大（

下
庄
小
４
年
）

伊
籘
ひ
ま
り（
下
庄
小
５
年
）

内
田
倖こ
と
あ愛（
有
終
南
小
５
年
）

前
田
來き

な那（
有
終
西
小
６
年
）

中
川
勇ゆ
う
と翔（

上
庄
小
６
年
）

中
山
愛
梨（
陽
明
中
１
年
）

柳
原
夕ゆ

あ愛（
陽
明
中
２
年
）

市
内
展
示

　
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
作
品

を
市
内
で
順
次
展
示
し
ま
す
。

・ 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ

ｉ
ｏ（
11
月
１
日
金
ま
で
）

・ 

結
と
ぴ
あ（
11
月
２
日
土
～

４
日
月
振
替
休
日
）

※
市
文
化
祭
で
展
示

・ 

あ
っ
宝
ん
ど（
11
月
８
日
金
～

15
日
金
）

問　
消
防
署
予
防
課　

　
（
☎
64
・
４
８
９
９
）

地震火災を防ぐ３つのポイント

■６つの対策
・安全装置の付いたストーブやこんろを使う
・住宅用火災警報器は定期的に点検し、10年を目安に

交換する
・寝具や衣類、カーテンなどは防炎品を使う
・消火器を設置し、使い方を確認しておく
・高齢者や体の不自由な人は、避難経路を常に確保し

ておく
・防火防災訓練などに参加し、地域ぐるみで防火意識

を高める
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公
共
交
通
に
乗
っ
て
新
し
く
な
っ
た
福

井
駅
に
み
ん
な
で
遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

新
し
い
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
1
日
満
喫

で
き
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

開
催
日
　
11
月
23
日
土
勤
労
感
謝
の
日

行
き
先　
福
井
駅

行
程　

午
前
11
時
15
分　

越
前
大
野
駅

集
合
▼
11
時
39
分　

越
前
大
野
駅
発

▼
午
後
０
時
33
分　

福
井
駅
着
▼
午

後
０
時
40
分　

自
由
行
動
▼
午
後
３

時
35
分　

京
福
バ
ス
福
井
駅
発
▼
午

後
４
時
32
分　
越
前
大
野
駅
着
、
解
散

※
新
幹
線
改
札
の
入
場
券
を
配
付
し
ま

す
。
各
自
自
由
行
動
の
間
に
新
幹
線
を

観
覧
し
て
く
だ
さ
い

定
員　
20
人（
抽
選
）

参
加
料　
無
料
。
た
だ
し
福
井
駅
ま
で
の

往
復
運
賃
が
必
要（
大
人
1
8
0
0
円
、

子
ど
も
9
0
0
円
、
幼
児
無
料
）

申
込
方
法　

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し

込
む

申
込
期
間　

11
月
１
日
金
午
前
９
時
～

11
日
月
午
後
５
時

特
典　
・
越
美
北
線
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ド

１
枚

・
北
陸
新
幹
線
開
業
記
念
グ
ッ
ズ（
コ
ッ

ト
ン
バ
ッ
グ
）１
枚

・
北
陸
新
幹
線
改
札
口
入
場
券

問　

越
美
北
線
と
乗
合
バ
ス
に
乗
る
運

動
を
進
め
る
会 

（
交
通
住
宅
ま
ち
づ
く

り
課
内
☎
64
・
4
8
1
5
）

▲申し込みは
　こちら

公
共
交
通
乗
り
方
教
室

公
共
交
通
に
乗
っ
て
新
し
く
な
っ
た
福
井
駅
と

北
陸
新
幹
線
を
見
に
行
こ
う

５
０
０
円
分
の
買
い
物
券
を
進
呈
！

越
美
北
線
や
京
福
バ
ス
に
乗
っ
て

新
そ
ば
ま
つ
り
に
行
こ
う

　
新
そ
ば
ま
つ
り
会
場
で
使
え
る
５
０
０

円
分
の
買
い
物
券
を
進
呈
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
公
共
交
通
を
利
用
し

て
新
そ
ば
ま
つ
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

配
布
日　
11
月
16
日
土
、
17
日
日

配
布
場
所　
越
美
北
線
：
越
前
大
野
駅

　
京
福
バ
ス
：
大
野
六
間
停
留
所

対
象　
・
越
美
北
線
を
利
用
し
、
越
前
大

野
駅
で
降
車
し
た
人

・
京
福
バ
ス
大
野
線
、
京
福
バ
ス
勝
山
大

野
線
を
利
用
し
、
大
野
六
間
停
留
所
で

降
車
し
た
人

※
対
象
と
な
る
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

配
布
枚
数　
１
０
０
枚（
先
着
）

問　
越
美
北
線
と
乗
合
バ
ス
に
乗
る
運
動

を
進
め
る
会 

（
交
通
住
宅
ま
ち
づ
く
り

課
内
☎
64
・
4
8
1
5
）

第
17
回

越
前
お
お
の
食
守
フ
ェ
ス
タ

　

新
そ
ば
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、
食
育

や
地
産
地
消
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ「
食
守

フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。
食
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
11
月
16
日
土
午
前
９
時
～
正
午　

場
所　
結
と
ぴ
あ　

内
容　
地
場
産
食
材
を
使
用
し
た
料
理
の

試
食
、
食
育
パ
ネ
ル
の
展
示
、
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
な
ど

そ
の
他　
・
食
育
パ
ネ
ル
は
11
月
18
日
月

正
午
ま
で
展
示
し
ま
す

・
新
そ
ば
ま
つ
り
は
11
月
16
日
土
午
前
10

時
～
午
後
４
時
、
17
日
日
午
前
10
時
～

午
後
３
時
に
市
役
所
駐
車
場
で
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問　

越
前
お
お
の
食
守
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会 

（
農
業
林
業
振
興
課
内
☎
64
・

４
８
１
８
）

▲詳しくは
　こちら

▲北陸新幹線開業記念
　コットンバッグ
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大
野
地
区
に
あ
る
寺
町（
８
カ
所
の
お
寺
）

を
、
学
芸
員
の
解
説
付
き
で
巡
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
23
日
土
勤
労
感
謝
の
日
午
前

８
時
45
分
～
11
時（
午
前
８
時
30
分
受

け
付
け
開
始
）

場
所　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

講
師　
市
学
芸
員

対
象　
市
民

定
員　
20
人（
先
着
）

参
加
料　
無
料

持
ち
物　

生
涯
学
習
カ
ー
ド（
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
）、
飲
み
物

申
込
方
法　
電
話
か

専
用
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
む

申
込
期
間　
11
月
１

日
金
～
15
日
金

そ
の
他　
お
お
の
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
に
は
50
ポ
イ
ン
ト

進
呈
し
ま
す

問　
大
野
公
民
館 （
☎
66
・
２
８
２
８
） ▲申し込みは

　こちら

日時　11月８日金午後７時～８時30分（午後６時30分
受け付け開始）

場所　学びの里「めいりん」
講師　整理収納アドバイザー　村田理

さ と み
美さん

定員　50人（先着）
参加料　無料
申込方法　電話で申し込む
申込締切　11月７日木
その他　未就学児には保育ルームを用意します。利用を

希望する人は11月５日火までに申し込んでください
問　生涯学習・文化財保護課 （☎ 65・5590）

村田理美さん

公
民
館
リ
レ
ー
講
座「
大
野
地
区
の

歴
史
探
訪　
寺
町
あ
る
き
」

公
民
館
リ
レ
ー
講
座「
郷
土
料
理

講
座　
冬
の
ご
ち
そ
う
」

　

阪
谷
地
区
で
収
穫
さ
れ
た
サ
ト
イ
モ
を

使
っ
た
郷
土
料
理
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
12
月
８
日
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
阪
谷
公
民
館

講
師　
市
食
生
活
改
善
推
進
員

対
象　
市
民

定
員　
８
人(

先
着)

参
加
料　
無
料

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　
電
話
か
阪
谷
公
民
館
窓
口
で

申
し
込
む

申
込
期
間　
11
月
18
日
月
～
29
日
金

問　
阪
谷
公
民
館 （
☎
67
・
１
１
１
１
）

　家事は全て、片付けにつながっています。家族の暮らしも心もすっ
きりする片付けを一緒に学びませんか。整理と収納の基本を学びな
がら、家庭ですぐに実践できる演習を交えて、家事シェアにつなが
るポイントを解説します。

大野男女共同参画ネットワーク講座（第２回大野市共家事講座）

共家事を叶える！家族の快適な暮らしのためのお片づけ講座
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イ
ベ
ン
ト
・
催
し　

　

　
認
知
症
や
介
護
の
こ
と
、
お
茶
を
楽
し　

　
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
話
し
ま
せ
ん
か
？

　
介
護
や
認
知
症
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
不

安
な
こ
と
や
気
掛
か
り
な
こ
と
な
ど
何
で
も

相
談
で
き
る
よ
ろ
ず
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

専
門
職
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
５
０
４
６
）

◆
結
の
カ
フ
ェ

日
時　
11
月
10
日
日
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
大
野
き
ら
め
き（
天
神
町
３
ー
21
）

内
容　

パ
コ
ー
ン
演
奏
を
体
験
し
て
み
ま

し
ょ
う

講
師　
山
内
葊
志
さ
ん

定
員　
20
人（
先
着
）

参
加
料　
１
０
０
円

持
ち
物　
筆
記
用
具

申
込
締
切　
11
月
８
日
金

問　
県
民
せ
い
き
ょ
う
大
野
き
ら
め
き

　
（
☎
66
・
１
２
１
１
）

◆
心
む
す
び
カ
フ
ェ

日
時　
11
月
14
日
木
午
後
０
時
30
分
～
３
時

場
所　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ
ｉ
ｏ

内
容　

人
生
会
議
を
し
ま
し
ょ
う
～
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
い
て
み
よ
う
～

講
師　
市
在
宅
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
５
０
４
６
）　

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

日
時　
11
月
15
日
金
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
横
町
ス
タ
ジ
オ（
日
吉
町
１
ー
７
）

※
送
迎
可
、
☎
69
・
１
１
０
８
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

内
容　
出
張
カ
フ
ェ「
己
書
で
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

定
員　
10
人（
先
着
）

参
加
料　
１
０
０
円

問　
和
が
家 （
☎
69
・
１
１
０
８
）

◆
や
わ
ら
ぎ
カ
フ
ェ

日
時　
11
月
24
日
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

場
所　
大
野
和
光
園

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

講
師　
林
敬
子
さ
ん

定
員　
10
人（
先
着
）

参
加
料　
１
０
０
円

申
込
締
切　
11
月
12
日
火

問　
大
野
和
光
園 （
☎
66
・
６
６
６
０
）

　
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
主
催 

　
「
み
ん
な
で
カ
レ
ー
の
日
」

日
時　
11
月
17
日
日
午
前
11
時
～
午
後
１
時

30
分

場
所　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

内
容　
大
野
産
の
お
い
し
い
米
と
野
菜
で
作

る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
提
供
、
寄
付
で
集

ま
っ
た
物
品
の
配
布
、
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
を
行

い
ま
す（
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
は
子
ど
も
の
み
）

対
象　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど

も
と
保
護
者（
小
学
校
高
学
年
以
上
は
保
護

者
同
伴
な
し
で
も
可
）

数
量　
１
０
０
食（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

問　
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
（
☎
０
９
０
・
９
７
６
６
・
０
３
７
２
）

　
【
市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
】 

　
ト
レ
モ
ロ
第
21
回
コ
ン
サ
ー
ト 

　
～
越
前
お
お
の
め
い
り
ん
オ
ペ
ラ
塾
～

日
時　
11
月
24
日
日
午
後
2
時
開
演（
午
後
１

時
30
分
開
場
）

場
所　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

内
容　
・
第
１
部　
ア
リ
ア
、
歌
曲
な
ど

・
第
２
部　
オ
ペ
ラ「
魔
笛
」

入
場
料　
１
０
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

問　
ト
レ
モ
ロ　
脇
本
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
・
２
８
３
４
・
２
６
９
１
）

　

教
室
・
講
座　

　

　
水
の
循
環
講
座「
ス
イ
ス
イ
課
外
授
業
」

　
「
水
」を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で

学
び
楽
し
む「
ス
イ
ス
イ
課
外
授
業
」を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日
土
午
後
２
時
～
３
時

場
所　
越
前
お
お
の
水
の
が
っ
こ
う

テ
ー
マ　
水
中
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
用
い
た
新
し
い

生
物
調
査

講
師　
・
香
川
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科　
石

井
良
典
さ
ん

・
香
川
大
学
農
学
部　
教
授　
山
田
佳
裕
さ
ん

対
象　
高
校
生
以
上

定
員　
10
人（
先
着
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
か
電
子

メ
ー
ル
、
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む

申
込
締
切　
11
月
14
日
木
午
後
５
時

問　
環
境
・
水
循
環
課 （
☎
64
・
４
８
２
８
）

　
電
子
メ
ー
ル　

kankyo@city.fukui-ono.lg.jp

　
身
体
の
中
か
ら
美
し
く
な
る 

　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
体
験
教
室

　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
年
代
で
行
え
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
基
礎
を
学
び
、
体
幹
の
強
化
、

姿
勢
の
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

日
時　
11
月
20
日
水
午
後
７
時
～
８
時

場
所　
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

講
師　
森
下
巧
人
さ
ん

対
象　
高
校
生
以
上

定
員　
20
人（
先
着
）

参
加
料　
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

持
ち
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
貸
出
可
）、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

服
装　
動
き
や
す
い
服
装

申
込
方
法　
電
話
か
専

用
フ
ォ
ー
ム
、
窓
口

で
申
し
込
む

申
込
締
切　
11
月
12
日

火
午
後
５
時

そ
の
他　
お
お
の
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
参
加
者
に
は
50
ポ
イ
ン
ト
進
呈
し
ま
す

問　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課 （
☎
65
・
５
５
９
２
）

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
脳
の
病
気
で

す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
認
知
症
の
人

や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者「
認
知
症
サ

▲申し込みは
　こちら

▲申し込みは
　こちら

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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ポ
ー
タ
ー
」に
な
り
ま
せ
ん
か
。

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
で
理
解
す

る
た
め
に
、
認
知
症
の
基
礎
知
識
や
認
知
症

の
人
と
の
接
し
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時　
11
月
23
日
土
勤
労
感
謝
の
日
午
後
１

時
30
分
～
３
時

対
象　
市
民

申
込
締
切　
11
月
20
日
水

◆
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　
認
知
症
に
つ
い
て
よ
り
深
く
学
び
、
日
常

生
活
の
中
で
の
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
の
講

座
で
す
。

日
時　
12
月
14
日
土
午
後
１
時
30
分
～
３
時

対
象　
今
ま
で
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
人

申
込
締
切　
12
月
11
日
水

◇
共
通
事
項

場
所　
結
と
ぴ
あ

講
師　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト（
県
の
認
知
症

研
修
を
修
了
し
た
講
座
講
師
）

定
員　
各
回
20
人（
先
着
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

そ
の
他　
お
お
の
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
参
加
者
に
は
50
ポ
イ
ン
ト
進
呈
し
ま
す

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
５
０
４
６
）

　
大
野
市
民
学
校
第
４
講「
高
齢
期
の 

　
心
理
的
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
」

　
加
齢
に
伴
い
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
変

化
が
表
れ
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら

れ
る
よ
う
高
齢
期
の
心
の
健
康
に
つ
い
て
学

び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
11
月
28
日
木
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

講
師　
仁
愛
大
学　
教
授　
竹
村
明
子
さ
ん

定
員　
30
人（
先
着
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
か
専

用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

し
込
む

申
込
締
切　
11
月
26
日
火

そ
の
他　
お
お
の
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
に
は
50
ポ
イ
ン
ト
進
呈

し
ま
す

問　
生
涯
学
習
・
文
化
財
保
護
課

　
（
☎
65
・
５
５
９
０
）

　

お
知
ら
せ　

　

　
ご
み
の
休
日
・
第
４
日
曜
日
受
け
入
れ

日
時　
11
月
４
日
月
振
替
休
日
、
24
日
日
午
前

８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

※
ご
み
の
分
別
と
減
量
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

場
所　
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ

問　
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　
（
☎
66
・
６
６
９
０
）

　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」施
設
利
用 

　
日
程
調
整
会
議

　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」を
有
効
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
施
設
利
用
日
程
調
整
会
議
を

行
い
ま
す
。
令
和
７
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
期
間
に
、
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
施
設

の
利
用
を
予
定
し
て
い
る
団
体
や
個
人
は
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
15
日
金
午
後
７
時
～

場
所　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

問　
生
涯
学
習
・
文
化
財
保
護
課

　
（
☎
65
・
５
５
９
０
）

　
大
野
・
勝
山
地
区
縁
結
び
結
婚
相
談
会

日
時　
11
月
17
日
日
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
結
と
ぴ
あ

内
容　
県
の
研
修
を
受
け
た
縁
結
び
相
談
員
の

「
地
域
の
縁
結
び
さ
ん
」（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）が

個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
や
相
手
紹
介
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す

対
象　
結
婚
を
考
え
る
20
歳
以
上
の
独
身
女
性

と
そ
の
親（
大
野
市
、
勝
山
市
在
住
者
限
定
）

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
締
切　
11
月
15
日
金

問　
県「
地
域
の
縁
結
び
グ
ル
ー
プ
結
い
ザ
ウ

ル
ス
・
縁
結
び
の
会
」玉
木
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
・
８
２
６
９
・
８
５
２
９
）

　
年
末
調
整
事
務
に
関
す
る
説
明
会

　
給
与
支
払
者
向
け
年
末
調
整（
定
額
減
税
関

係
）事
務
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
20
日
水
午
後
１
時
30
分
～
４
時
、

11
月
21
日
木
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
大
野
税
務
署

定
員　
各
日
15
人（
先
着
）

申
込
方
法　
電
話
か
窓
口
で
申
し
込
む

問　
大
野
税
務
署
調
査
部
門

　
（
☎
66
・
２
１
３
４
）

　
多
重
債
務
者
無
料
法
律
相
談

　
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
思
い
も
よ

ら
な
い
解
決
方
法
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
28
日
木
午
後
６
時
～
８
時

場
所　
市
役
所

相
談
員　
県
弁
護
士
会
、
県
司
法
書
士
会
会
員

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

そ
の
他　
電
話
で
の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

問　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

(

☎
64
・
４
８
３
１)

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
備
品
を 

　
整
備
し
ま
し
た

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、（
一
財
）自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
収
益
金
を
活

用
し
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の

助
成
事
業
で
す
。

　
こ
の
助
成
を
受
け
、
東
中

区
が
活
動
備
品
と
し
て
エ
ア

コ
ン
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

問　
地
域
文
化
課

　
（
☎
64
・
４
８
３
４
）

▲申し込みは
　こちら
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魅
力
発
掘　
大
野
・
勝
山 

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
大
野
市
と
勝
山
市
の
主
要
な
観
光
施
設
や

商
業
施
設（
全
50
カ
所
）を
周
遊
す
る
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

抽
選
で
ス
タ
ン
プ
取
得
数
に
応
じ
た
地
元
名

産
品
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

開
催
期
間　
12
月
15
日
日
ま
で

参
加
方
法　
対
象
施
設
を
訪
問
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ「
ｆ
ｕ
ｒ
ａ
ｒ
ｉ
」で
ス
タ
ン

プ
を
獲
得
す
る
。
詳
し
く
は
奥
越
前
観
光
連

盟
特
設
サ
イ
ト
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

奥
越
前
観
光
連
盟 

（
☎
66
・
６
６
９
０
）

　
20
歳
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

　
20
歳
の
節
目
に
、
今
後
の
自
分
自
身
の
生

き
方
や
本
市
の
将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

す
る「
20
歳
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
令
和
７
年
１
月
12
日
日
午
後
１
時
～
４

時
30
分

場
所　
結
と
ぴ
あ

対
象
者　
平
成
16
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

そ
の
他　
市
外
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
本
市
の

20
歳
の
つ
ど
い
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
11

月
下
旬
に
対
象
者
へ
案
内
を
郵
送
し
ま
す

問　
生
涯
学
習
・
文
化
財
保
護
課

　
（
☎
65
・
5
5
9
0
）

　
福
井
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

改
正
後
の
最
低
賃
金　
時
間
額
９
８
４
円

※
令
和
６
年
10
月
５
日
か
ら
適
用

※
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
精
皆
勤
手
当
、

時
間
外
手
当
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

問　
福
井
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
（
☎
０
７
７
６
・
22
・
２
６
９
１
）

　

募
集　

　
大
野
市
水
循
環
推
進
協
議
会
委
員 

　
募
集

　
「
大
野
市
水
循
環
基
本
計
画
」を
推
進
す
る

た
め
、
実
施
す
べ
き
取
り
組
み
の
協
議
や
検

討
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
３
人
程
度

対
象　
市
内
在
住
で
、
本
市
の
水
に
関
心
が

あ
る
個
人
ま
た
は
団
体
の
代
表
者

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日

ま
で

会
議
日
程　
年
に
２
回
程
度
、
原
則
と
し
て

平
日
の
昼
間
に
開
催
予
定

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
環
境
・
水

循
環
課（
市
役
所
１
階

⑩
番
窓
口
）に
持
参
か

郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ

か
で
提
出
す
る

申
込
締
切　
11
月
22
日
金
午
後
５
時

問　

環
境
・
水
循
環
課 

（
☎
64
・
４
８
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
66
・
１
１
１
８
）

　
〒
９
１
２
ー
８
６
６
６（
住
所
は
書
か
な
く

て
も
届
く
）

　

電
子
メ
ー
ル　

kankyo@
city.fukui-

ono.lg.jp

　
自
衛
官
候
補
生
・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工 

　
科
学
校
生
徒
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
令
和
７
年
春
採
用
の
自
衛
官

候
補
生
と
、
令
和
７
年
春
入
校
の
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
自
衛
官
候
補
生
募
集

対
象　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間　
随
時

採
用
試
験
日　
ウ
ェ
ブ
試
験　
12
月
７
日
土
～

８
日
日
▼
口
述
・
身
体
検
査　
12
月
15
日
日

◆
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

対
象　
17
歳
未
満
か
つ
中
学
校
卒
業（
見
込
み

含
む
）の
男
子

受
付
期
間　
令
和
７
年
１
月
16
日
木
ま
で

一
次
試
験
日　
令
和
７
年
１
月
25
日
土

問　
自
衛
隊
大
野
地
域
事
務
所

　
（
☎
65
・
６
３
２
５
）

　
大
野
結
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
大
野
結
ク
ラ
ブ
は
、
福
井
生
ま
れ
の
ス
ポ
ー

ツ「
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
」の
愛
好
団
体
で
す
。

誰
で
も
す
ぐ
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
毎
週
火
・
金
午
前
８
時
30
分
～
11
時

　
30
分

場
所　
結
と
ぴ
あ

持
ち
物　
内
履
き 

問　
大
野
結
ク
ラ
ブ

　
道ど
う
せ
き関
さ
ん (

☎
65
・
４
８
４
８) 

　
廣
瀬
さ
ん (

☎
64
・
１
８
４
９)

▲申込書は
　こちら

▲詳しくは
　こちら

広　告 広　告

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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※家賃は収入に応じて変動します
※それぞれ入居条件があります。詳しくは問い合わせてください

市営住宅などの入居者募集中
募集物件 募集戸数 選定

方法
受付
期間 問い合わせ先

高齢者向け賃貸住宅
※60歳以上

コーポ花山（牛ケ原） 20戸（１ＤＫ）
３戸（２ＤＫ） 先着 随時 光明寺福祉会

（☎65・7132）
コーポめいりん（明倫町） ２戸（１ＤＫ）

特定優良賃貸住宅
東二番町家住宅（元町） ４戸（２ＬＤＫ）

先着 随時
交通住宅まちづ
くり課

（☎64・4815）西二番町家住宅（明倫町） ２戸（２ＬＤＫ）

日時　12月８日日午前９時30分～正午終了予定
（午前８時30分受け付け開始）

場所　学びの里「めいりん」
対象　小学３年生以上の市民で構成するチーム
（１チーム５～７人）

定員　12チーム（先着）
参加料　１人300円（保険料含む）※当日持参

持ち物　内履き、タオル
申込方法　専用フォームから

申し込む
申込締切　11月30日土
その他　上位チームに賞品、参加者

全員に参加賞を進呈します
問　スポーツ推進課 （☎65・5592）

第１回インドア雪合戦大会　参加チーム募集
　屋内で子どもも大人も楽しめるインドア雪合戦大会を開催します。
　友だちや家族でぜひ参加してください。

▲申し込みは
　こちら

期間　11月16日土、17日日
対象施設　歴史博物館、民俗資料館、ＣＯＣＯＮ

Ｏアートプレイス、本願清水イトヨの里
期間中の特別展など　・歴史博物館特別展「金森

長近公のあゆみ」
・民俗資料館企画展「手紙のあるくらし」（特製ポ

ストカードプレゼント）

・ＣＯＣＯＮＯアートプレイス企画展「小島尚 木
工展　素材と対峙する・わたし」

・本願清水イトヨの里「ぎょぎょ！天然記念物の
おさかな展」

問　生涯学習・文化財保護課 （☎65・5590）
　ＣＯＣＯＮＯアートプレイス （☎64・4848）
　本願清水イトヨの里 （☎65・5104）

関西文化の日に文化施設に行こう！
　期間中は対象施設の入館料が無料です。この機会に市内文化施設を 
巡ってみませんか。

広告募集中
（１ヵ月 1枠 1万円）　　　２枠２万円
問い合わせ先

秘書広報室
（☎ 64・4825）

広　告
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おおのおおの子育てつうしん子育てつうしん

　子育て支援センターは、子育てをしているおうちの人なら、どなたでも利用で
きます。平日のほか毎月２回土曜日の午前中開いています。（第１・第３土曜日）
※変更になる場合あり
問　地域子育て支援センター（結とぴあ内） 
 　☎65・7188  Eメール kosodate@city.fukui-ono.lg.jp

ちっく・たっくは親子で参加できる子育て交流ひろばです。ショッピングモール
Ｖｉｏで、定休日を除く毎日開いています。（午前10～午後６）

【定休日】６日水・20日水…Ｖｉｏ定休日　　　　　　　　　　　問 ☎66・3775 詳しくはこちら
（ちっく・たっくホームページ）

ちっく・たっくの行事予定

♪ 講座～歯の話「子どもの虫歯対
策」※要予約・限定８組

　日時：２日土午前10：30～11：30
　講師：  こん歯ぇるじゅさん

♪ 子育て塾～マイスターによる身
体測定と育児相談※要予約。母
子手帳をご持参ください

　日時：19日火午前10～11：30
　講師： 福井高等学校　衛生看護

科教員　藤井千代美さん
　※ 今月のお話「インフルエンザ最

前線」

♪ 講座～ Xmasフラワーアレンジ
メント※要予約・限定６組

　日時：30日土午前10：30～11：30
　講師：三姉妹のお花屋さん
　　　　ｈｉｒｏｍｉ
　持ち物： はさみ
　参加料：3000円（材料費）

☆遊びの広場（たんぽぽ広場）
　対象：乳幼児とその保護者

日時： 毎週月～金午前９～正午（ランチルームは午
後０：30まで使用できます。昼食やおやつを
持参してお越しください）　午後１：30～４

　　　 ２日土・16日土午前９～正午（ランチルーム
は午前11：30まで使用できます）

 場所：子育て支援センター（結とぴあ内）
≪主な行事≫

【リサイクル市】６日水午前９～正午、午後１：30～４
【５カ月児ちゃん集まれ】13日水午前９：15～10：10
【２カ月児ちゃん集まれ】14日木午前９：15～10：15
【パパとベビーのふれあいヨガ】16日土午前11～11：30
講師：ヨガ講師　飛石めぐみさん※要予約

【はさみでちょきちょき】18日月秋の製作①午前９～
②午前10～③午前11～④午後２～（１時間ごとに７人
程度）※要予約

【ままヨガ】19日火午前11～11：30　講師：ヨガ講師
飛石めぐみさん※要予約

【お日さま広場】21日木午前10～11：30　ミニ講座
「マイナス思考が止まらない方へ（自分を幸せにし
よう）」※個別相談ともに要予約

【楽しい食育講座】22日金午前10～11：30　キャラク
タークッキーを作ろう　講師：森口和美さん※要予約

【誕生会】25日月午前11～11：30　対象： 11月に誕生日や
ハーフバースデーを迎えるお子さんと保護者※要予約

【ミュージックケア】27日水午前10：30～11：30　
講師：音楽療法士　上坂千津子さん※要予約
＊ 行事がない日の毎週月・木は、午前11時から保育

士による手遊びや紙芝居・絵本の読み聞かせなど
を行っています。詳しくは「あそびにおいでよ！」
をご覧ください。予約はいりません

☆ 育児相談に専門職（保健師・管理栄
養士・保育士など）が応じます
日時：毎週月～金午前９～午後４
場所：地域子育て支援センター（結とぴあ内）
相談方法：直接お話、電話、メール、Ｚｏｏｍ
※相談には予約がおすすめです
予約方法： 市公式ＬＩＮＥメニュー

から子育て相談を選択、
または電話で申し込む

▲詳しくはこちら

子育て支援センターの行事予定

予約は市公式ＬＩＮＥから▶︎
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児童デイサービスセンター くれよん教室
♥子どものことばや育ちの相談（要申込）
日時：随時開催  午前９～午後５
♥子どものからだとこころ専門医による相談（要申込）
月１回：希望する人はご連絡ください
問　児童デイサービスセンター（結とぴあ内 ☎65・8535）

　児童デイサービスセンター
では、ことばや発達などが気
掛かりな子どもの相談と療育
を行っています。いつでも問
い合わせてください。

▲詳しくはこちら

▲相談の申し込みは
こちら

保育所・認定こども園 開放日（未就園児）
☆☆公立保育所開放公立保育所開放（ほのぼの広場）（ほのぼの広場）※※要予約要予約

日時：５日火、19日火午前９：30～11
場所：公立保育所（あかね・荒島・阪谷・和泉）

いとよミライエこども園　毎週月水金午前10～11
　いとよっこ広場　13日水午前10～11
いなやまこども園　毎週水木金午前10～11
　　なないろ広場　18日月午前10～11※好きな遊び、保育教諭による子育て相談
い な ほ こ ど も 園　毎週月水金午前10～11
　　なないろ広場　今月はありません
大 野 幼 稚 園　毎週火水木午前９：30～11：30
　  きらきらClub　５日火、７日木、12日火、14日木、19日火、21日木、26日火、28日木午前９：30～11：30
　　　　　　　　　※親子ふれあい遊び、絵の具遊び、園児との交流遊び、絵本の読み聞かせ、保育心理士
　　　　　　　　　　による子育て相談
開 成 こ ど も 園　毎週月水金午前９：30～11
　　にこにこ広場　６日水午前９：30～11※園児と一緒に遊びましょう
上 庄 こ ど も 園　毎週火木金午前９：30～11
　　ころころ広場　７日木午前９：30～11※ボール遊びをしましょう
亀 山 こ ど も 園　毎週月水金午前10～11
　　かめさん広場　15日金午前10～11※絵本の読み聞かせ、子育て相談
篠 座 こ ど も 園　毎週月水金午前10～11
　　　子育て広場　７日木午前10～11※作品展鑑賞
誓 念 寺 こ ど も 園　毎週月水金午前９：30～11：30
　　なかよし広場　14日木、26日火午前９：30～11：30
誓念寺中野こども園　毎週火木土午前９：30～11
 　　なかよし広場　 未就園児専用の部屋を作りました。月～金の午前９～11まで毎日利用できます。予約

はいりません

☆☆認定こども園開放認定こども園開放（上段は見学日、下段は（上段は見学日、下段は体験体験日です）※日です）※要予約要予約

集まれおおのっ子 ひとり親家庭等学習支援事業
ひとり親家庭などの小中学生が参加できる学習会です。宿題で分からないところや、つまずいひとり親家庭などの小中学生が参加できる学習会です。宿題で分からないところや、つまずい
ているところを習うことができます。ているところを習うことができます。
日時　２日土、９日土、16日土午前９：30～11：30※日程が変更になることもあります
場所　旧アドバンススクール（神明町1107番地）
その他　学習会に参加を希望する人は、こども支援課まで申請書を提出してください。申請書はホームペー

ジからダウンロードできるほか、こども支援課にもあります。郵送でも受け付けています
問　こども支援課 （☎64・5533）　大野市母子寡婦福祉連合会 （☎090・9766・0372）

◎祝日・休日の場合を除く。詳しい内容は、各園
に問い合わせてください
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本
市
で
は
市
民
な
ど
が
実
施
す
る
次
の

２
事
業
を「
ふ
る
さ
と
納
税
型
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」と
し
て
認
定
し
ま

し
た
。
各
事
業
に
対
す
る
寄
付
金
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
支
援
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

対
象
事
業
①

内
容　
「
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に
」の
敷

地
内
に
星
空
を
楽
し
め
る
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
を
整
備
す
る

実
行
者　

ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に
運
営

協
議
会

寄
付
目
標
額　
75
万
円

受
付
期
間　
11
月
20
日
水
ま
で

対
象
事
業
②

内
容　

市
内
で
捕
獲
し
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
を
活
用
し
た
大
野
産
ジ
ビ
エ
を
地
域

の
特
産
品
に
す
る

実
行
者　
株
式
会
社
タ
ジ
マ
カ
ン
パ
ニ
ー

寄
付
目
標
額
　
１
２
０
万
円

受
付
期
間　
11
月
20
日
水
ま
で

そ
の
他　
・
ふ
る
さ
と
納
税
の
た
め
、
寄

付
額
に
応
じ
て
個
人
住
民
税
な
ど
か
ら

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

・
市
民
が
寄
付
し
た
場
合
、
返
礼
品
を
受

け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

・
事
業
の
詳
細
や
寄
付
方
法
な
ど
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い

問　
政
策
推
進
課

　
（
☎
64
・
４
８
２
４
）

　

再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
中
の
女
性

を
対
象
と
し
た
合
同
就
職
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

◆
福
井
市
会
場

日
時　

12
月
13
日
金　

午
前
の
部
：
午
前

９
時
55
分
～
正
午
▼
午
後
の
部
：
午
後

１
時
35
分
～
３
時
40
分

場
所　
県
生
活
学
習
館（
福
井
市
下
六
条
町

14
ー
１
）

◆
坂
井
市
会
場

日
時　

12
月
20
日
金
午
後
１
時
35
分
～
３

時
40
分

場
所　
丸
岡
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー（
坂

井
市
丸
岡
町
八
ケ
郷
21
ー
７
ー
１
）

◇
共
通
事
項

対
象　
子
育
て
中
の
女
性（
嶺
北
在
住
者
）

内
容　
企
業
概
要
説
明
会
と
個
別
面
談
会

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り（
無
料
、
要
予
約
）

定
員　
各
部
10
人（
抽
選
）

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　

福
井
市
し
ご
と
支
援
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

し
込
む

申
込
締
切　
11
月
29
日
金

問　
福
井
市
し
ご
と
支
援
課

　
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
５
３
２
１
）

▲詳しくはこちら

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
支
援
を
募
集

大
野
を
元
気
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
援
を

子
育
て
マ
マ
の
た
め
の
就
職
説
明
会▲申込方法など

詳しくはこちら

広告募集中
（１ヵ月 1枠 1万円）　　　２枠２万円
問い合わせ先

秘書広報室
（☎ 64・4825）

広　告
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みんなの図書館 図書館の新着図書一覧はこちら▶

一般図書 児童図書
言の葉配色辞典
ｉｎｇｅｃｔａｒ－ｅ／著
インプレス
　情景、天文、感情、季節、自然、時
間の６テーマの言葉を、配色で表現し
ています。選ばれた言葉はとても美し
く、日本語の深さと素晴らしさを感じ
ることができます。

　絵を描きたいと強く願う、中国の
貧しい少年が、思いも寄らない方法
で、300年前に世を去った偉大な画家
から教えを受け、優れた画家に成長
するまでを描いた物語です。

迷惑な終活
内館牧子／著
講談社

　主人公は原英太75歳。生きている
うちから、死後を考えておくことは、
生きる意欲を失うから、終活は絶対に
しないと考えていました。ところが、
あるきっかけから、終活とは自分が人

生でやり残したことをやることだと思い立ち、活動を始め
ます。どんな終活になるのでしょう。

ケーキ
小西英子／さく
福音館書店

　卵と砂糖を混ぜてケーキを作りま
す。一つ一つの工程も丁寧に描かれ、
お菓子作りの良い香りがしてきそうな

絵本です。フルーツがたっぷりのったケーキが出来上がりま
した。紅茶と一緒にお召し上がりください。

中国のフェアリー・テール
ローレンス・ハウスマン／作
松岡享子／訳
福音館書店

オート三輪車（昭和30年撮影）
　貨物自動車として使われた三輪トラックは

「オート三輪車」と呼ばれました。安価で積載
力があり小回りが利く特性から高度成長期に
国内で活躍し、市内でも広く普及しました。

（提供：木瀬モーターサイクル商会）

市庁舎落成祭（昭和37年撮影）
　市庁舎の完成を祝って、三番通りで仮装パ
レードが行われました。大野優良店会が黒田
節の曲に合わせて踊りながら行進しています。

（提供：匿名希望）

シリーズ「市制70年のあゆみ」

　大野の歴史・文化・伝統を記録した写真などを収集保存しています。家庭に古い写真などを持っ
ている人は、ぜひ連絡してください。皆さんの協力をお願いします。
問　生涯学習・文化財保護課 （学びの里「めいりん」内☎65・5590）
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グループ Focus 市民の
ページ

オ
オ
ノ
ク
リ
エ
イ
ト
ク
ラ
ブ

ーみんなでつくる、楽しい文化体験ー
　
オ
オ
ノ
ク
リ
エ
イ
ト
ク
ラ
ブ
は
市
民
有
志
で
運
営
す
る
、
小
学

４
年
生
～
中
学
3
年
生
を
対
象
と
し
た
地
域
総
合
文
化
部
で
す
。

現
在
は
20
人
の
小
中
学
生
が
所
属
し
、
主
に
毎
週
木
、
土
曜
日
に

学
び
の
里「
め
い
り
ん
」な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
を
体
験
す
る
場
に

ク
ラ
ブ
設
立
の
き
っ
か
け

　

同
ク
ラ
ブ
は
令
和
５
年
４
月
に
、

前
年
か
ら
美
術
分
野
に
限
定
し
て
活

動
し
て
い
た
ク
ラ
ブ
を
発
展
さ
せ
る

形
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
代
表
の
佐

子
公ひ
ろ
か
ず一
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
が

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
に
触
れ
ら
れ

る
場
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
、
立
ち

上
げ
ま
し
た
」と
語
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
名
に
は
、
文
化
芸
術
の
創

作
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
参

加
す
る
子
ど
も
や
講
師
を
務
め
る
地

域
の
大
人
が
一
緒
に
、
ク
ラ
ブ
そ
の

も
の
を
創
造
し
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

　

絵
画
、
工
作
、
三
味
線
、
琴
、
料

理
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
、
毎
回
変

わ
る
多
彩
な
活
動
内
容
に
、
異
な
る

学
年
や
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
互
い

に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
の
び
の
び
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

取
材
で
訪
れ
た
日
は
、「
イ
メ
ー

ジ
を
描
こ
う
」を
テ
ー
マ
に
、
抽
象

画
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
目
に
見
え
な
い

感
情
や
五
感
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
表
現

し
よ
う
と
、
思
い
思
い
に
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
個
性
豊
か
な
作
品
を
完

成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
運
営
メ
ン
バ
ー
の
若
林
朋
美
さ
ん

は「
色
の
組
み
合
わ
せ
や
描
く
線
形
、

筆
使
い
な
ど
全
て
が
十
人
十
色
。
子

ど
も
た
ち
が
作
品
を
作
り
上
げ
喜
ぶ

姿
や
回
を
重
ね
る
ご
と
に
成
長
す
る

姿
を
見
る
と
、
自
分
も
う
れ
し
く
な

り
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

制
作
さ
れ
た
作
品
は
、
11
月
の
市

文
化
祭
に
出
展
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
後
の
抱
負

　

佐
子
さ
ん
は「
昨
年
度
は
大
野
地

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
協
力

し
、
ミ
ミ
ズ
コ
ン
ポ
ス
ト
制
作
や

亀
山
の
看
板
制
作
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
お
お
の
城
ま
つ
り

演
奏
チ
ー
ム『
音お
ん
ど人
』と
と
も
に
、
お

お
の
城
ま
つ
り
で
三
味
線
の
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
」と
活
動
を
振
り
返

り
、「
今
後
も
文
化
活
動
の
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

新
規
ク
ラ
ブ
員
も
募
集
中
で「
他

の
習
い
事
や
学
校
の
部
活
動
と
の
掛

け
持
ち
も
大
歓
迎
。
文
化
活
動
に
興

味
が
あ
れ
ば
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
」と
話
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
を
育

む
場
を
創
造
す
る
オ
オ
ノ
ク
リ
エ
イ

ト
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
。
今
後
の
さ
ら
な

る
取
り

組
み
が

楽
し
み

で
す
。

メンバー募集中
詳しくはこちら▼

広　告
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大野人 Interview

大
野
市
で
頑
張
っ
て
い
る
人
、
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
秘
書
広
報
室
ま
で　

☎
64
・
４
８
２
５

「
市
民
の
ペ
ー
ジ
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

市民の
ページ

川
合

小
島
　
尚
　
さ
ん

ー アートを通じて木の素晴らしさを感じてほしい ー

木
と
対
峙
す
る
木
工
造
形
作
家

　
小
島
さ
ん
は
和
泉
地
区
を
拠
点
に
活
動
す
る
木
工
造
形
作
家
で

す
。
11
月
24
日
日
ま
で
開
催
中
の
C
O
C
O
N
O
ア
ー
ト
プ
レ
イ

ス
企
画
展
で
は
、
雑
木
や
古
材
、
間
伐
材
を
生
か
し
た
、
新
た
な

視
点
の
ア
ー
ト
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

普
段
は
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
か

　

主
に
、
器
や
皿
な
ど
の
木
工
品
を

制
作
し
て
い
ま
す
。
数
年
前
か
ら
、

分
野
の
幅
を
広
げ
て
、
木
を
生
か
し

た
ア
ー
ト
作
品
の
制
作
に
も
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
よ
う
な
ア
ー
ト

作
品
を
中
心
と
し
た
企
画
展
は
、
私

に
と
っ
て
初
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

企
画
展
で
工
夫
し
た
点
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

木
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な

く
、
触
れ
る
作
品
も
用
意
し
ま
し
た
。

経き
ょ
う
ぎ木（
木
を
薄
く
削
り
紙
状
に
し
た
も

の
）で
作
っ
た
葉
っ
ぱ
を
、
来
場
者
に

壁
に
貼
っ
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
大

き
な
木
を
作
り
上
げ
る
、
参
加
型
の

展
示
作
品
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
や
自
然
が
テ
ー
マ
の
企

画
展
な
の
で
、
作
品
の
材
料
は
で
き

る
だ
け
自
然
由
来
の
も
の
を
使
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
絵
の
具
の
代
わ

り
に
薪
ス
ト
ー
ブ
の
す
す
や
紅
芋
の

粉
末
を
使
っ
た
り
、
接
着
剤
の
代
わ

り
に
コ
メ
を
の
り
状
に
加
工
し
た
も

の
を
使
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

企
画
展
を
通
し
て
伝
え
た

い
こ
と
は

　

多
く
の
人
に
木
の
魅
力
を
体
感
し

て
も
ら
い
、
大
野
の
豊
か
な
自
然
を
再

発
見
し
て
ほ
し
い
で
す
。
木
や
自
然
と

の
関
わ
り
を
日
常
生
活
の
中
で
も
見
出

し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
「
ア
ー
ト
」と
聞
く
と
、
と
っ
つ
き
に

く
い
印
象
を
持
た
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
難
し
く
考
え
ず
、
気
軽
に
企

画
展
へ
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
展
示
の
中
に
は
、
木
目
や
木
の
輪
郭

を
別
の
も
の
に
見
立
て
た
作
品
が
あ

り
ま
す
が
、
何
に
見
え
る
か
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
。
ア
ー
ト
の
楽
し
み
方
に
正

解
は
な
い
の
で
、
自
由
に
感
じ
て
楽
し

ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い

　

今
回
は
木
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
作
品
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
今
後

は
よ
り
深
遠
な
テ
ー
マ
の
空
間
芸
術

に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

　

大
野
市
に
は
、
か
つ
て
の
小
コ
レ

ク
タ
ー
運
動
の
よ
う
に
、
ア
ー
ト
を

軸
に
人
と
人
が
つ
な
が
り
合
っ
て
き

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
私
も
木
工
造

形
作
家
と
し
て
、
木
と
ア
ー
ト
、
都

市
と
地
方
を
つ
な
ぐ
一
端
を
担
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。インスタグラムで

情報発信中
詳しくはこちら▶

広　告
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再編校の土を生かし 
生徒が土壁塗り施す

　阪谷小学校児童が考案したバスツアーの魅力向上
を目指し、同校児童が地区住民や観光事業者と意見
交換会を行いました。このツアーは、観光バスツアー

「はぴバス」のコースに採用されていましたが、最少
催行人数に届かず、運行が実現しませんでした。
　意見交換会では、「阪谷産野菜を使ったピザ作り」、

「牧場での餌やり体験」などの新たなバスツアーの実現
に向けたアイデアが児童らから提案されていました。

９
17 阪谷の魅力感じて 

児童がバスツアー企画

９
20

　「第35回巨木を語ろう全国フォーラム福井・大野
大会」が結とぴあで開催され、全国の愛好家や市民ら
約200人が参加しました。本フォーラムは巨木の魅
力発信や自然環境保全の普及啓発などを目的に毎年
各地で開かれており、県内では初開催となりました。
　森林の持続的な活用をテーマにした基調講演や市
内の巨木保全の事例報告が行われ、参加者は大野の
豊かな自然環境への理解を深めていました。
　翌29日には市内の巨木を巡る現地視察が行われ
ました。

９
28 大野の巨木から　 

自然環境考える

【右】　９月24日、井上金庫販売株式会社（本社：福井
市）から物品での企業版ふるさと納税としてソファ
など51点（258万2700円相当）の家具が寄贈され
ました。寄贈された家具は図書館や来年１月オー
プン予定の屋内型こどもの遊び場に設置します。

【左】　９月25日、株式会社コモディイイダ（本社：
東京都）から企業版ふるさと納税として500万円
の寄付が寄せられました。寄付金は観光情報発信
事業に活用します。

ご寄贈・ご寄付 
ありがとうございます

　改修工事が進む陽明中学校で、生徒が伝統的な土
壁塗りを体験するワークショップを行いました。
　新たな学校に愛着を持ってもらおうと、土壁材に
は陽明中と旧尚徳中、旧和泉中の敷地の土が練り込
まれました。生徒たちは施工業者の手ほどきを受け
ながら、生徒玄関に組まれた竹の下地に土壁材を塗
り込み、こてで表面を整えていました。
　10月10日には、旧上庄中と統合した開成中でも
同様のワークショップを実施しました。

こんなことがありました！ 話題のひろば
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　市制施行70周年記念「結の奏で いつまでも ともに～大野のアーティストによるコンサート～」を学びの里「め
いりん」で開催しました。
　県内外で活躍する本市出身や本市在住の音楽家８人と声楽を学ぶ高校生１人が出演しました。本市出身の作
曲家・木下正道さんが編曲や作曲を手掛け、多彩な楽器の組み合わせによる12曲が奏でられました。
　フィナーレを飾ったラ
ヴェル作曲の「ボレロ」で
は、楽器の音色が次々に
重なり合い迫力を増す演
奏に、観客は引き込まれ
るように聞き入っていま
した。
　アンコールでは「見上
げてごらん夜空の星を」
が披露され、伸びやかな
ソプラノの歌声が会場を
沸かせ、大きな拍手が響
いていました。

９
29 大 野の音楽家が一堂に集結 

多彩な音色で約380人を魅了

10
３

　「水資源保全全国自治体連絡会シンポジウムｉｎ
越前おおの」が学びの里「めいりん」で開催され、県
内外の会員や市民ら約120人が参加し、本市の水環
境保全の重要性を再認識しました。
　本シンポジウムは水資源や環境保全の取り組みな
どの発信を目的に全国で隔年開催され、県内では初
開催となりました。
　事例報告では、有終南小学校児童が、イトヨが住
める本願清水を守ろうと呼び掛け、イトヨの生態に
関するクイズや自作の歌を披露していました。

世代を超えて 
水と共に生きる

　宮城県で第30回全国消防操法大会が開催され、
市消防団第２分団（下庄地区管轄）が県代表として
ポンプ車操法の部に出場し、全24チーム中、７位
入賞を果たしました。
　分団長の齊藤長治さんは大会を振り返り「選手一
人一人が全力を尽くし、訓練を支えてくれた分団員
たちとの見事なチームワークで挑戦し続けた結果
が、今回の上位入賞につながりました」と話してく
れました。

10
12 消 防団第２分団が

全国７位入賞

2024.11　広報おおの 35



 

編
集  

秘
書
広
報
室
（
☎
０
７
７
９
・ 

 64
・
４
８
２
５
）

　金森長近公が大野を治める前から、今の春日一丁目や日吉町あたりには「町」があり、
越前国（今の福井県北部）と美濃国（今の岐阜県南部）をつなぐ街道（美濃街道）が通って
いました。
　長近公は大野城下町を整備する時に、この街道が城下町の中心を通るように変えた
ようです。城下町は街道を行き交う人たちで賑わったようで、江戸時代には藩の御用商人も多くいました。
　城を中心として町を整備し、街道によって経済効果を生み
出す方法は、幼少期を過ごした近江金森（今の滋賀県守山市。
広報おおの６月号で紹介）の影響が大きいと考えられます。
　また、長近公は、鍛治町のように職業ごとに職人を集めて
住まわせる「職人町」をつくり、仕事をしやすくしました。
　戦いに備えて町を整備することが一般的だった当時、長近
公は町民が豊かに暮らせるように工夫をしたのでした。

　次号（12月号）では、大野を離れた後の長近公の様子を紹介
します。

生誕500年
金
かなもりながちかこう
森長近公 第７回　金森長近公と大野③

大野町絵図（市歴史博物館蔵）

編

集

後

記

市 民 の う ご き
令和６年10月１日現在（前月比）   

世帯数 １万1614世帯（-36世帯）
人　口 ２万9946人（-95人）
〈男〉 １万4306人（-53人）
〈女〉 １万5640人（-42人）

◆９月中の内訳
　転入　  41人　　出生　  ４人
　転出　  85人　　死亡　  55人

　

十
一
月
三
日
は
柳
廼
社

（
通
称
柳
神
社
）の
お
祭
り

で
あ
る
。
幼
少
期
は
押
す

な
押
す
な
の
賑
わ
い
で
、

篝か
が
り
び火

で
仄ほ

の

明
る
い
参
道

を
、
前
に
い
る
大
人
の
背
中
だ
け
を
見
な
が

ら
、
や
っ
と
の
こ
と
で
歩
い
た
記
憶
は
鮮
烈
で

あ
る
。
参
道
が
尽
き
る
辺
り
に
は
、
白
い
服
を

着
た
傷し

ょ
う
い痍

軍
人
が
地
べ
た
に
坐す

わ

っ
て
、
喜
捨
を

乞
う
て
い
た
。
▼
今
も
、
あ
の
雰
囲
気
に
惹ひ

か

れ
て
、
大
判
焼
き
や
お
好
み
焼
き
を
買
い
に
行

く
。
今
風
の
食
べ
物
も
並
ん
で
い
る
の
だ
け
れ

ど
。
こ
の
時
期
、
境
内
は
、
銀い

ち
ょ
う
も
み
じ

杏
黄
葉
、
楓

か
え
で

紅も
み
じ葉

が
青
空
に
映
え
て
、
目
に
沁し

み
る
ほ
ど
鮮

や
か
で
あ
る
。
お
尻
を
ピ
ン
と
挙
げ
た
狛こ

ま

犬
二

体
も
健
在
で
あ
る
。
▼
お
祭
り
に
は
、
露
店
が

並
ぶ
常
に
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
と
、
明
日
に
は
跡

形
も
な
く
去
っ
て
し
ま
う
一
抹
の
哀
愁
が
あ

る
。
紅
葉
の
輝
き
を
頂
点
に
季
節
も
衰
え
て
い

く
の
で
、
秋
は
、
殊
に
そ
の
感
が
強
い
。
柳
神

社
の
お
祭
り
が
終
わ
る
と
、
季
節
に
区
切
り
が

つ
い
て
、
冬
に
向
か
う
心
が
出
来
る
。
▼
紅

葉
か
ら
黄
落
へ
、
十
一
月
は
、
華
や
ぐ
季
節
の

終
わ
り
を
い
と
お
し
む
、
古
人
の
繊
細
な
美
意

識
が
窺う

か
がえ
る
月
で
も
あ
る
。
▼
上
田
敏
の
名
訳

詩
集『
海
潮
音
』に
収
め
ら
れ
た「
嗟と

い
き嘆
」（
マ
ラ

ル
メ
）の
余
韻
は
、
忘
れ
難
い
。「
落ら

く
え
ふ葉
の
薄う

す
ぎ黄

な
る
憂わ

づ
ら
ひ悶
を
風
の
散
ら
せ
ば
、
／
い
ざ
よ
ひ
の

池い
け
み
づ水
に
、
い
と
冷
や
き
綾あ

や

は
乱
れ
て
／
な
が
な

が
し
梔く

ち
な
し子
の
光
さ
す
入
日
た
ゆ
た
ふ
。」淡
い

黄
と
茶
色
が
か
っ
た
黄
が
交
錯
す
る
光
は
、
晩

秋
の
色
で
あ
る
。（
九
里
順
子
）

　

10
月
中
旬
に
矢
ば
な
の
里
を
訪
れ
る

と
、
渡
り
鳥
の
よ
う
に
長
距
離
を
移
動

す
る
チ
ョ
ウ「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」の
姿
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ョ
ウ
を
呼
び
寄
せ
よ
う
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
昨
年
か
ら
植
え
始

め
た
藤ふ

じ
ば
か
ま袴

の
花
が
咲
き
誇
り
、
今
で

は
多
く
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
羽
を
休

め
る
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

今
月
号
も
、
取
材
を
通
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
特
色
あ
る
地
域
活
動
と
出
会
い
ま

し
た
。
熱
意
を

持
っ
て
活
動
に

取
り
組
ま
れ
る

皆
さ
ん
の
姿

に
、
い
つ
も
元

気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
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